
【取組内容】 学習の手引き：授業の見通しを持つ、主体的な学びの促進

嘉手納町立嘉手納中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

学習の手引き

Google Classroom上に「学習の手引き」を掲載し、生徒
が授業の全体像を把握できるよう工夫。
「学習の手引き」には以下の要素が明記されている。
・学習課題
・評価（ルーブリック）
・学習過程、方法
・学習教材

生徒は、Google Classroom上の「学習の手引き」を確認
することで、授業の見通しを持ちながら、自律的に学習を進
めることができる。また、一斉、個別、ペア・グループでの活
動など、様々な学習形態に応じた学びの場面を把握できる
仕組みになっている。

Before After

授業の見通しがつかない
ため、生徒は常に教師の
指示を待つ受動的な状態
であった。

授業の見通しが持てるため、生
徒は自分のペースで学習を進
めることができ、さらなる学び
（＋αの学習）に進む生徒が増
えた。全体的に能動的な学習姿
勢が促進された。

テーマ①：個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

（生成AI）

（生成AIでクイズ）



【取組内容】 進捗状況確認シート：リアルタイム把握で個別支援と協働学習を強化

嘉手納町立嘉手納中学校（沖縄）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

進捗状況確認シート

Google スプレッドシートを活用した「進捗状況確認
シート」により、教師と生徒は互いの進捗状況をリア
ルタイムでモニタリングできる。

進捗状況の可視化によって、教師は各生徒の課題
への取り組みを把握し、必要に応じて個別支援を提
供できる。また、個別のインプット活動からペアやグ
ループでのアウトプット活動に移行する際、生徒はク
ラスメートの進捗状況を確認し、交流相手を自ら選
ぶことができるため、協働学習が促進される。

Before After

各生徒の進捗状
況が個別に把握
されず、教師は全
体の授業進行を
優先する傾向が
あった。また、個々
に対する支援も十
分ではなかった。

リアルタイムで各生徒の進捗を
把握できるようになったため、必
要に応じた個別支援が可能と
なった。これにより、各生徒に合
わせた適切な声掛けが実現し、
モチベーションが向上した。また、
生徒自身が交流相手を選べる
ようになり、全体的な学習効率と
自律性が向上した。

テーマ①：個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

生成AI 生成AI
生成AI

生成AI



【取組内容】 タイピングスキルの育成：練習環境整備とコンテスト開催の効果

嘉手納町立嘉手納中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ②：情報活用能力の育成

タイピングスキルの育成

一人一台端末の活用を日常に定着させるため、学
習の基盤としてタイピングスキルが必要不可欠であ
ることから、複数のタイピング練習サイトを推奨し、タ
イピング練習を奨励した。

タイピングスキル向上を目的として、タイピングコンテ
スト「タイピング・チャンピオン」を開催した。
このコンテストは、情報担当教諭とPC指導員、ICT
支援員を中心に企画・運営した。

Before After

学校がタイピング練習
サイトを紹介する前は、
スピードを重視する
ゲーム形式のタイピン
グ練習に取り組む生徒
が多く、ホームポジショ
ンを無視した指使いが
目立っていた。

ホームポジションを意識したタイピング
練習を繰り返すことで、正確さとスピード
が向上した。これにより、授業における振
り返りや自分の考えを書く活動において、
タイピングによるストレスが軽減され、集
中力を発揮する生徒が増えた。さらに、
学校全体で開催したタイピングコンテス
トにより、学年を超えてタイピング力を競
い合う環境が整い、向上心がさらに刺
激できた。



【取組内容】 Google Chatの活用：適切な情報共有で業務負担を軽減

嘉手納町立嘉手納中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ- 4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ④：校務DX（標準仕様とクラウドを活用した教員の働き方改革につなげる取組）

Google Chat の活用

４月にChatスペースの整理を行い、情報の特性に応じて適切
に共有できる環境を整えた。具体的には、2種類のスペースを
運用の基準として定め、それぞれの用途に応じた複数のChat
スペースを設けた。
◆ オープンスペース：全体で共有が必要な情報を扱う。
◆ クローズドスペース：特定の対象者向けの情報を扱い、校
務分掌や教科、案件ごとに必要に応じて作成・活用される。

校内ルールとして、Chatスペースには、必ず管理職を加えるこ
ととした。 【嘉手納中学校 Chatスペースについて↓ 】
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1WSKiCv5vDlmB7uTyTFpI4Q5VqdJSw3pqjboRvYjOhcA/edit?
usp=sharing

Before After

全体に共有したい
情報は、紙に印刷し
配布していた。個人
間でのやり取りは
内線電話や手書き
メモを使うため、情
報を伝えるのに複
数のツールを経由
する必要があり、効
率が悪かった。

全体に共有したい情報は、オープンス
ペースでデジタル発信し、紙媒体を削減。
情報共有の効率が向上した。また、複数
の職員が同じ情報をリアルタイムで確認
できるため、連携がスムーズになり、特に
電話対応を担当する事務部の業務負担
が軽減された。校内LDXルーム（Chatス
ペース） では、LDXスクール事業の推進
に関する情報を発信し、関連する研修メモ
（つぶやき）をリアルタイムで共有できる
環境を整えた。

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1WSKiCv5vDlmB7uTyTFpI4Q5VqdJSw3pqjboRvYjOhcA/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1WSKiCv5vDlmB7uTyTFpI4Q5VqdJSw3pqjboRvYjOhcA/edit?usp=sharing


【取組内容】 クラウド管理・共同編集：クラウド管理で変わる校務のカタチ

嘉手納町立嘉手納中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ- 5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ④：校務DX（標準仕様とクラウドを活用した教員の働き方改革につなげる取組）

クラウド管理・共同編集

多くの資料を「ゼロ」から作り出すことが多かった今年度は、
クラウド上にある資料を同僚や管理職と共同編集しながら
取り組むことが増えた。
《主な共同編集資料》
◆ 職員会議デジタルレジュメ（提案内容の修正・追記）
◆ ミーティングの会議録
◆ 行事の実施要項
◆ 学校公文
◆ 長期休暇中の職員動態表

Before After

校務用PCや学校
サーバーに保存さ
れたデータは、複数
人で同時に開いた
り編集したりするこ
とができなかった。
そのため、紙に出力
し、手作業でチェッ
クと修正を行う必要
があり、完成までに
時間がかかった。

クラウド管理されたファイルは、
複数人が同時にアクセスして、
編集ができるため、作業時間
が大幅に削減された。また、会
議・ミーティングのレジュメや
提案資料などをクラウド上で
共有することで、紙媒体での
準備が不要になった。これに
より、資料の出力、チェック、修
正、印刷、製本といった一連の
作業が不要になり、業務の効
率化が進んだ。

↓職員会議デジタルレジュメ・資料箱 ↑各種校内委員会（ミーティング）会議録



【取組内容】 デジタル文書受付簿：紙なし・回覧なしで文書管理をスムーズに

嘉手納町立嘉手納中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ- 6

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ④：校務DX（標準仕様とクラウドを活用した教員の働き方改革につなげる取組）

デジタル文書受付簿

学校に届く様々な文書を、「紙の出力なし、回覧なし、確
認押印なし」で、よりスムーズかつ迅速に担当者や関
係者へ周知するため、「デジタル文書受付簿」を作成し
た。
添付データは学校の共有クラウドへ「1ドラッグ」でコ
ピー・貼り付けでき、作業負担が少ない。また、担当者
にはダイレクトChatを活用して通知し、確実に情報を共
有している。

Before After

学校に届く文書は
Outlookメールで
受信後、プリントア
ウトし紙で管理。受
付番号を付与し、回
覧・押印を経て事務
がファイリングする
流れだった。手間と
時間がかかり、情報
共有のスピードも遅
かった。

デジタル文書受付簿の導入によ
り、紙の出力・回覧・押印をなくし、
文書の処理を大幅に効率化した。
Outlookメールで届いた文書は、
校内受付段階でクラウドへ「1ド
ラッグ」でコピー・保存 し、担当
者にはダイレクトChatを活用して
通知する仕組みに変更。この仕
組みより、文書管理の負担が軽
減され、校務の効率化と情報共
有のスピードアップ が実現した。

→
担当者へダイレクトメッ
セージで関係文書を共有。
担当者は、手元の端末で
すぐに文書を確認できる。

↑デジタル文章受付簿： 担当者や文書内容、回答の要否等はプルダウンを使って選
択している。また、回答の提出期限日も記載し複数の目で確認。



【取組内容】 公開研修会（クラウドを活用した資料提供）：デジタル化で効率的な情報共有へ

嘉手納町立嘉手納中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ- 8

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ⑤：指定校の努力目標として掲げた実施内容（取り組み内容の公開）

公開授業・研修（クラウドを活用した資料の提供）

今年度は、研修のデジタル化を推進し、３回の公開授
業を実施した。
紙ベースの資料配付を廃止し、指導案や研修メモなど
の資料をクラウドで共有。参加者はデジタルチェックイ
ンシートを活用し、リンクから必要な資料に直接アクセ
スできる仕組みを整えた。また、LDXポータルサイトに
情報を集約し、研修の事後アンケートもデジタル化して
効率的なフィードバック収集を目指した。
授業後は、町立３校による授業研究会を体育館で実
施し、町外の参加者にもその様子を公開した。

Before After

従来の公開授業では、
指導案などの資料は
すべて印刷・製本して
いたため、直前の修正
が難しかった。さらに、
紙代のコストもかかり、
指導案は印刷されても
細かい教材の提供は
なかった。

指導案をはじめとする紙の資料
配布を廃止した。参加者には資
料をクラウド共有し、授業者は直
前まで指導案の修正が可能に
なり、参観者も最新の資料を閲
覧できるようになった。さらに、教
材のアレンジが可能となるよう、
多様な資料を公開できた。

↑資料はクラウドで共有 参加者が教材を閲覧↓ 受付の様子↑

↑↓ 公開授業の様子 ↓公開授業後の授業研究会の様子



【取組内容】 産業まつりに向けて：ICTを活用したバザー運営の実践

嘉手納町立嘉手納中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ- 9

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ②：情報活用能力の育成

１．産業まつりに向けて始動！
◆１２月バザーのふり返り【教員＋生徒】
Googleスライドを活用し、12月バザーのふり返りを実施。
生徒の意見を聞きながら、次回の値段設定や商品内容を
検討。
◆参加承諾書の作成【教員】
Geminiを活用して、保護者・生徒用の参加承諾書を作成。
◆商品に貼るシール作り【生徒】
描画キャンパスを使い、学校シンボル「立志門」のイラスト
を作成。メディア作成ソフトを活用し、イラスト・文字・背景
を工夫しながら、オリジナルデザインのシールを作った。
◆バザー準備のための指示出しの工夫【教員】
メディア作成ソフトを活用し、GIF画像を作成。準備手順を
視覚的に示した。 準備をしよう！（GIF画像リンク ）

◆お会計表の作成、使い方の説明【教員＋生徒】
教師がスプレッドシートでお会計表を作成。バザー当日は
生徒が操作し、売上管理を担当。

良さ【教員】 良さ【生徒】

・生成AIを活
用し、効率的に
参加承諾書を
作成できた。
・GIF画像で
準備手順を示
し、生徒が視
覚的に理解し
やすくなった。

・画像生成AIにより、楽しみながらデザイ
ンを考え、端末の操作スキルも向上した。
・お会計表の活用で、会計業務がスムー
ズに進んだ。
・振り返りを作成する際、生成AIを活用す
ることで、瞬時にフィードバックと添削内
容を得ることができた。
・生成AIを活用したテキス作成の操作に
慣れることができた。

２．産業まつりに関する取り組みをふり返る
◆産業まつりの取り組み（準備・当日の活動）をふり返る
【生徒】
生徒自身が、産業まつりの準備や当日の活動をふり返り、
学んだことをまとめた。その文章を生成AIを利用して添削。

↑ バザー当日に使用した「お会計表」。生徒が
スムーズに操作できるように、品名と値段をプル
ダウンメニューから選択できる形式に設定。

← 上：生徒がシールデザインを作成している様子。
下：バザーで実際に販売した商品。生徒が手作り
したキーホルダーに、オリジナルシールを貼って個
装した。

https://drive.google.com/file/d/1LOKW7HD4zE651pkakmz0ik6u6pkWzlMF/view?usp=sharing

